
【問題・目的】

学校生活において子どもの中にはいじ

め，不登校，摂食障害などの問題を抱える

ものが多くいるが，過剰適応による心身の

疲弊が背景の一つとして考えられる（阿小

島・伊澤，２００４）。過剰適応を説明するに

当たり，桑山（２００３）は，適応を内的適応と

外的適応に分け以下のように説明してい

る。内的適応とは，心理的適応とも言わ

れ，幸福感・満足感を経験し，心的状態が

安定していることを意味する。それに対し

外的適応とは，社会的文化的適応と言わ

れ，個人が生きている社会的・文化的環境

に対する適応を意味する。他方，過剰適応

は内的適応よりも外的適応を高めようとす

る傾向があるとして，石津（２００６）は，過剰

適応を「環境からの要求や期待に個人が完

全に近い形で従おうとすることであり，内
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要 約

本研究では，過剰適応尺度の小学生版の作成を試みた。予備調査（研究１）では質問項目

の収集を行った。質問項目は石津（２００６）と桑山（２００３）の青年期用尺度を参考にして選定

し，小学生版であることを考慮し質問項目の内容を易しくするなどの修正を加えた。全４０

項目を用い質問紙調査を行った結果，有効回答は児童１２２名と教師１０名であり，天井効

果・フロア効果や，教師の回答を基に３０項目を収集・選定した。本調査（研究２）では予備

調査にて作成した質問紙を用い，質問紙調査を行った。有効回答は５，６年生児童６７７名

であり，因子分析の結果，「自信・意思表示のなさ」，「周りへの気づかい」，「承認された

い気持ち」の３因子が抽出され，全２９項目となった。Cronbachのα係数を算出した結果，

第�因子はα＝．８６７，第�因子はα＝．８５２，第�因子はα＝．８７３，尺度全体ではα＝．９０７で

あった。妥当性の検討のために，小学生版QOL尺度の下位尺度との相関係数を算出した結

果，仮説通り「自信と意思表示のなさ」とは負の相関を，「周りへの気づかい」および

「承認されたい気持ち」とは正の相関を示し，一定の妥当性が示された。
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的な欲求を無理に抑圧してでも，外的な期

待や要求にこたえる努力を行うこと」と定

義している。このような過剰適応の子ども

たちは，自己を抑制して，いわゆる「良い

子」であろうとするため見つかりにくい傾

向があると考えられる。しかしながら見つ

からないままに不適応状態を慢性化させて

いる子どもがいれば，それに伴う不安や緊

張が解消されず，心身症，神経症，不登校

等の原因になる可能性がある（石津・安

保・大野，２００７）。さらに，いわゆる「良い

子」と称される子どもが犯罪を起こすよう

な事例の増加傾向が顕著になっているとい

う報告もある（須永，２００８）。以上から過剰

適応に関する研究の蓄積をもとに対応を考

えることは意義深いことであると考える。

過剰適応に関する研究は中学生を対象に

したものが複数見られるが，小学生を対象

にした研究はほとんどない。中でも小学生

の高学年の児童は発達的に見て中学生へ，

また児童期から青年期への過渡期でもあ

る。中釜（２００８）は，現在の子ども達の発達

の加速現象が身長体重のような量的側面，

及び性的成熟のような質的側面に認められ

ており，身体的成熟と同時に心理的にも影

響を受けることから児童期の終わりが早ま

るとしている。そのため小学５，６年生の学

級では思春期的様相を呈することを指摘し

ている。このように小学校高学年児童にも

青年期が直面する発達課題に関係する問題

を呈する可能性があり，当該年代を対象と

した過剰適応の研究は意義あるものである

と考える。

本研究では予備調査（研究１）にて，学校

生活における過剰適応に関する質問紙（小

学生版）の質問項目の収集・選定を試み

る。そして，予備調査（研究１）において作

成した質問紙を使用し，過剰適応尺度（小

学生版）の作成を試みる。

１）予備調査（研究１）

【目的】

学校生活における過剰適応に関する質問

紙（小学生版）の質問項目の収集・選定を試

みる。

【方法】

調査協力者

A県内の公立小学校の児童と教師。５年

生児童６６名，６年生児童５６名の合計１２２

名，および教師１０名。

質問項目

フェイスシート

性別，学年を尋ねた。

学校過剰適応に関する児童用質問紙

青年期前期用過剰適応尺度（石津，２００６）

の３３項目に加え，過剰適応に関する尺度と

して必要だと思われる項目について検討

し，過剰適応尺度（桑山，２００３）の中から７

項目を加えた４０項目を用いて質問紙を作成

した。作成の際に小学生版ということを考

慮し，難しい単語を優しくする，漢字に振

り仮名をふる等の配慮をした。回答しやす

さという面を考慮し，全ての質問項目の冒

頭に「わたしは」と主語の表記を付け加え

た。また，過剰さが測定されにくいと思わ

れる２７項目（例：「わたしは，先生や友だち

からみとめられたいと思う」）に「いつも」

という言葉を付け加え，「わたしはいつも」

という主語にした。本研究では学校場面で

の過剰適応についての調査を目的としてい

ることから，「他人」，「人」という一般的

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要 第２号 ２０１４
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な表現を，学校場面を想定して「先生」や

「友だち」に置き換えた。教示には「学校

でのあなたについてお聞きします」と明記

し，「とてもあてはまる」～「全くあては

まらない」の５件法で回答を求めた。

なお，教師を対象に児童用の質問紙と同

じものを配付して，「５・６年生の児童に

回答してもらうに当たり，質問の意味が分

かりにくいものには「意味が分かりにく

い」のところにチェックをしてください」

という教示のもと回答を求めた。

調査時期

２０１３年６月に質問紙を配布・回収した。

【結果と考察】

有効回答数はフェイスシートに不備のあ

るものを除いた１２１名（９９．２％）で，性別の

内訳は男子５９名，女子６２名であった。

天井効果・フロア効果を算出した。その

結果，天井効果はみられなかったが，フロ

ア効果が１項目みられた（該当項目：わた

しは，自分はひとりぼっちだと思う）。ま

た，教師からの回答にて「意味が分かりに

くい」項目へ２人以上からのチェックがな

されたものが９項目あった（項目の例：

「わたしは，考えていることをすぐには言

いたくないと思う」）。フロア効果の見られ

た１項目および，「意味が分かりにくい」

９項目を削除し，３０項目を学校過剰に関す

る質問紙（小学生版）とした。

本調査（研究２）にて，この学校過剰適応

に関する質問紙を用いて調査を行い，その

信頼性と妥当性の検討を行う。

２）本調査（研究２）

【目的】

小学校での過剰適応に関する質問紙を使

用し，過剰適応尺度（小学生版）の作成を試

みる。また，尺度の信頼性・妥当性を検討

する。

【方法】

調査協力者

関東圏内の公立小学校の５・６年生児童

７１５名。

質問項目

（１）フェイスシート

性別，学年，年齢を尋ねた。

（２）過剰適応に関する質問紙（小学生版）

予備調査（研究１）にて項目を収集・選定

した，全３０項目。

予備調査（研究１）の協力者の教師からの

指摘により，項目をより分かりやすくする

ため，全項目の主語を，過剰さを表す「わ

たしはいつも」に統一した。

（４）小学生版QOL尺度（柴田ら，２００３）

全２４項目。子どもの全体的な健康度や適

応度を包括的に測定する尺度であり，子ど

もの精神的健康度や家庭や学校の満足度，

活力度を測定する。各項目については「こ

の１週間の自分の状態にあてはまるかどう

か」に４件法（「ぜんぜんなかった」，「たま

にあった」，「ときどきあった」，「よくあっ

た」）で回答を求めた。

調査時期

２０１３年７月～１１月上旬に質問紙を配付・

回収した。

倫理的配慮

質問紙は無記名での記入とし，結果を論

文や学会等に報告する際には，集団として

データを公表すること，質問紙の回答は外

部に漏れないこと，成績等に一切関係がな

鈴木・山口：児童の過剰適応と学校生活についての研究
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いことをフェイスシートに明記しており，

協力者の不利益は生じないことが説明され

ている。また回答者の自由意思により調査

に協力しなくても良いこと，回答を途中で

やめても良いことをフェイスシートに明記

することにより心理的ストレスを回避でき

ると考える。本研究は本学臨床心理学科倫

理審査委員会によって承認を得られた（受

付番号：１３０１３）。

【結果】

有効回答数は空欄があるなどの不備のあ

るものを除いた６７７名（９４．７％）であった。

属性別の内訳は，年齢は１０歳が１９４名，

１１歳が３３２名，１２歳が１５１名であった。学年

の内訳は５年生３４６名，６年生３３１名であっ

た。性別の内訳は男子３３３名，女子３４３名，

未記入１名であった。

まず，天井効果・フロア効果を算出した

ところ，いずれの項目にも天井効果・フロ

ア効果は認められなかった。そのため，３０

項目すべてを因子分析の対象とした。

次に主因子法・プロマックス回転による

因子分析を行った（表１）。スクリープロッ

トによる固有値の落差と因子解釈可能性を

考慮し，３因子が最も妥当な因子数と判断

した。さらに，因子負荷量がどの因子に

も．３５に満たなかった項目（２１「わたしはい

つも，どんなケンカや争いもさけるように

気をつけていると思う。」）を除外し，再度

因子分析を行った結果，最終的に２９項目と

なった。これらにより，３因子２９項目を最

適解とした。この３因子による回転前の累

積寄与率は４８．５１％であった

第�因子は，「わたしはいつも，自分に
はじしんがないと思う」，「わたしはいつ

も，自分にはあまりいいところがない気が

する」「わたしはいつも，じぶんががまん

すればいいと思う」など，常に自分への自

信のなさや，意思の表明ができない実感が

あるということに関する１３項目で構成され

た。そこで，第�因子を「自信・意思表明
のなさ」と命名した。

第�因子は，「わたしはいつも，先生や
友だちがどんな気もちか考える」，「わたし

はいつも，周りの先生や友だちにめいわく

をかけないように気にしていると思う」な

ど，常に周囲の人物の気持ちを慮り行動す

る，という気づかいに関する７項目で構成

された。そこで，第�因子を「周りへの気
づかい」と命名した。

第�因子は，「わたしはいつも，先生や
友だちから気に入られたいと思う」，「わた

しはいつも，先生や友だちからみとめられ

たいと思う」など，常に周囲の人物から認

められたい，評価されたい，という気持ち

に関する９項目で構成された。そこで，第

�因子を「承認されたい気持ち」と命名し
た。

以上より，この２９項目を似て「過剰適応

尺度（小学生版）」とする。

各因子間の相関は，「自信・意思表明の

なさ」と「周りへの気づかい」においてr

＝．２９０，「自信・意思表明のなさ」と「承

認されたい気持ち」ではr＝．３５２と弱い正

の相関が見られた。また，「周りへの気づ

かい」と「承認されたい気持ち」において

はr＝．６１４と比較的強い正の相関が認めら

れた。

各因子について信頼性を検討するため，

Cronbachのα係数を算出した。その結果，

第�因子はα＝．８６７，第�因子はα＝．８５２，

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要 第２号 ２０１４
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表１ 過剰適応尺度（小学生版）
N＝６７７

因子� 因子� 因子� 共通性

� 自信・意思表示のなさ α＝．８６７

８ わたしはいつも，自分にはじしんがないと思う ．７３６ －．０９１ －．１６３ ．４７１

１３ わたしはいつも，自分にはあまりいいところがない気がする ．６９６ －．１５２ －．１１９ ．４２４

６ わたしはいつも，自分のあまり良くないところばかり気になる ．６９１ －．０１７ －．００９ ．４６７

７ わたしはいつも，「自分ががまんすればいい」と思う ．６６８ ．１５９ －．０７１ ．４９１

１１ わたしはいつも，自分らしさがないと思う ．６６５ －．０５０ －．０６８ ．４０３

２３ わたしはいつも，つらいことがあってもがまんしようと思う ．５５５ ．０９９ －．０１３ ．３４３

５ わたしはいつも，自分の気もちをおさえてしまうと思う ．５４７ ．２２０ －．０７５ ．３７５

２７ わたしはいつも，いやなおねがいをされても「いやです」とことわれないと思う ．５３４ －．１４３ ．１９２ ．３３７

１８ わたしはいつも，自分が悪かったのかもしれないと思う ．５３２ ．２０１ －．０９０ ．３３８

２２ わたしはいつも，先生や友だちとちがうことを思っていてもそれを先生や友だちに
伝えないと思う

．５２６ －．１１５ ．１６７ ．３２１

２６ わたしはいつも，期待にこたえないとしかられそうで心配になる ．４８７ －．１６８ ．４０１ ．４３３

１０ わたしはいつも，思っていることを口に出さないと思う ．４０３ ．１５１ ．０３６ ．２３９

２４ わたしはいつも，先生や友だちの顔色や様子が気になる ．３５４ ．０３３ ．２７２ ．２８６

� 周りへの気づかい α＝．８５２

４ わたしはいつも，先生や友だちがどんな気もちか考える －．０２５ ．８２４ －．１０９ ．５７１

３ わたしはいつも，周りの先生や友だちにめいわくをかけないように気にしていると
思う

－．０５１ ．７７４ －．０６９ ．５２０

１ わたしはいつも，友だちや先生に言われたことを守っていると思う －．１１６ ．６９４ ．０１２ ．４５８

２ わたしはいつも，先生や友だちがしてほしいことは何か考える ．０１６ ．６９４ －．００４ ．４８５

９ わたしはいつも，自分が少しこまっても先生や友だちのために何かしてあげた ．１５６ ．５９２ －．０２６ ．４０８

３０ わたしはいつも，自分がどうしたいかよりもどうするべきか考えると思う ．０３７ ．５２９ ．０６７ ．３４２

１２ わたしはいつも，とにかく先生や友だちの役にたちたいと思う ．０４３ ．５１８ ．２４７ ．５０８

� 承認されたい気持ち α＝．９０７

２５ わたしはいつも，先生や友だちから気に入られたいと思う －．０５０ －．１６６ ．９０６ ．６３９

２８ わたしはいつも，先生や友だちからみとめられたいと思う －．０５４ ．０１７ ．８０４ ．６３５

１７ わたしはいつも，先生や友だちからほめてもらえるよう行動したいと思う －．０９０ ．２２０ ．６７８ ．６４４

１４ わたしはいつも，自分を良く見せたいと思う －．０５６ －．１２２ ．６０６ ．２７５

２０ わたしはいつも，先生や友だちにきらわれないように行動したいと思う ．１４０ ．０６０ ．５８９ ．４７６

１９ わたしはいつも，先生や友だちの期待にはこたえなくてはいけないと思う ．０８５ ．２２８ ．４５６ ．４３３

１６ わたしはいつも，よく先生や友だちからの期待を感じる －．１６４ ．２９０ ．４３１ ．３７３

２９ わたしはいつも，期待にこたえるために成績をあげるように努力したいと思う ．０５５ ．２４１ ．４２８ ．３９５

１５ わたしはいつも，何かするときに先生や友だちから“できない”と思われないよう
にがんばろうと思う

．０７３ ．２６８ ．３６４ ．３５９

全体α＝．９０７ 因子寄与率 ４２．９３％

因子間相関 � � �

� － ．２９０ ．３５２

� － ．６１４

� －

因子抽出法：主因子法 回転法：プロマックス回転
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第�因子はα＝．８７３，尺度全体ではα＝．９０７

と，いずれも十分な内的一貫性が示され

た。

次に基準関連妥当性検討のために，小学

生版QOL尺度の下位尺度との相関係数を

算出した（表２）。先行研究では，学校適応

感と過剰適応の内的側面との間には負の相

関を，また外的側面との間には正の相関を

もつと示されている（石津・安保，２００８）。

そこで児童の全般的健康度に関する小学生

版QOL尺度は，「自信と意思表示のなさ」

とは負の相関を，「周りへの気づかい」お

よび「承認されたい気持ち」とは正の相関

を示すことを予測して分析を行った。結

果，「自信と意思表示のなさ」と小学生版

QOL尺度の各下位尺度との間には全て負

の相関を示し，「周りへの気づかい」およ

び「承認されたい気持ち」との間には全て

正の相関を示した。値の正負は仮説通りで

あり，一定の基準関連妥当性があることが

示された。

各下位尺度の平均値，標準偏差（SD），

相関係数は表のとおりである（表３）。

【考察】

本研究では，学校生活における小学校高

学年児童の過剰適応に関する尺度作成を目

指し，検討した。その結果，過剰適応尺度

（小学生版）は「自信・意思表明のなさ」，

「周りへの気づかい」，「承認されたい気持

ち」の３因子が抽出された。「自信・意思

表明のなさ」は，過剰適応の児童は自信の

なさを感じていること，また自分の意思や

気持ちを表明せずにいるという性質を表す

と考えられる。「周りへの気づかい」は，

周囲の人物の気持ちに配慮して行動する様

表２ 過剰適応尺度（小学生版）と小学生版QOL尺度の因子間の相関
N＝６７７

「自信と意思表
示のなさ」因子

「周りへの気
づかい」因子

「承認されたい
気持ち」因子

過剰適応尺度
（小学生用）全体

「身体的健康」因子 －０．２２２＊＊＊ ０．１２５＊＊ ０．０７２ －０．０６１

「情動的Well−Being」因子 －０．３１０＊＊＊ ０．１５７＊＊＊ ０．１０８＊＊ －０．０８７＊

「自尊感情」因子 －０．１９７＊＊＊ ０．３１５＊＊＊ ０．３２１＊＊＊ ０．１１１

「家族」因子 －０．１４９＊＊＊ ０．１３６＊＊＊ ０．１３２＊＊ ０．００９＊＊

「友達」因子 －０．２６７＊＊＊ ０．１６４＊＊＊ ０．１６４＊＊＊ －０．０３８

「学校生活」因子 －０．２０１＊＊＊ ０．３１９＊＊＊ ０．２３７＊＊＊ ０．０７６＊

小学生版QOL尺度全体 －０．３５７＊＊＊ ０．３２５ ０．２７９ ０．００８
＊＊＊p＜．００１ ＊＊p＜．０１ ＊p＜．０５

表３ 各下位尺度の平均・SDおよび相関係数
N＝６７７

平均 SD １ ２ ３ ４

１．「自信と意思表示のなさ」因子 ３．１０８ ０．７６４ － ０．２９８＊＊＊ ０．３６３＊＊＊ ０．８０７＊＊＊

２．「周りへの気づかい」因子 ３．４８６ ０．７２７ － ０．６３＊＊＊ ０．７２１＊＊＊

３．「承認されたい気持ち」因子 ３．２１４ ０．７９４ － ０．８０１＊＊＊

４．過剰適応尺度（小学生用）全体 ３．２３２ ０．６００ －
＊＊＊p＜．００１
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子を表していると考えられる。「承認され

たい気持ち」は，過剰適応の児童が抱く，

周囲の人物に認められたい，褒められたい

という気持ちを表していると考えられる。

石津（２００６）は過剰適応を「環境からの要

求や期待に個人が完全に近い形で従おうと

することであり，内的な欲求を無理に抑圧

してでも，外的な期待や要求にこたえる努

力を行うこと」と定義している。先行研究

の定義に照らし合わせると，「自信・意思

表明のなさ」が内的な欲求を抑制している

という特徴を，「周りへの気づかい」およ

び「承認されたい気持ち」が外的な欲求に

応えようとする特徴を示していると考えら

れ，本尺度が過剰適応の特徴を捉えている

ことが示された。石津・安保（２００８）は過剰

適応の内的側面が学校適応感に負の影響を

与えることを示しており，「自信・意思表

明のなさ」が不適応につながることが推測

される。しかし，高田（１９９９）は過剰適応的

「よい子」の特徴をある部分普通の発達で

あり，足りなければ困ってしまうが，過剰

なときに問題が起きるとしている。よって

「周りへの気づかい」および「承認された

い気持ち」は適度であれば適応のための要

素であるが，その過剰さが問題であると考

えられる。また，過剰さだけでなく，性格

的な要因もあると考えられ，何が問題であ

るために不適応につながる特徴であるのか

は今後も検討の上で研究がなされることが

望まれる。
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